
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11回 中央区地域ケア研究集会 

日  時：令和 3年 12 月 4 日（土） 

     14 時 00 分～15 時 30 分 

開催形式：第 1 部 YouTube 配信 

     第 2 部 Zoom 参加 
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〖総合司会〗 

ＮＰＯあったかい手 

山口 武士 氏 



 

■開会のあいさつ 

大阪市中央区南医師会 小畠 昭重 会長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

本日は新型コロナウィルス感染症が少し落ち着いた状況、街中はすごい人であふれ

ている状況のなかですが、外に出たいのを我慢してこの研究集会にお付き合いくださ

い。新型コロナウィルス感染症、おそらくこの感染症は終息しないでしょうから、指

定感染症が解除されるまでは、ウェブでやらざるを得ないかな、と考えています。 

前回のウェブ開催を一時的なものとせず、通算で今回は第 11 回中央区地域ケア研

究集会として開催することになりました。 

ウェブで少し時間が長いのはしんどいかもしれませんが、最後までみなさんお付き

合いよろしくお願いします。 



 

■来賓のあいさつ 

大阪市中央区 稲嶺 一夫 区長 
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本日は、第 11 回中央区地域ケア研究集会が開催されましたことを心からお慶び申し上げま

す。皆様方には、平素より地域医療、地域福祉の面で大変ご尽力いただいていますことを心か

ら感謝申し上げます。 

さて、この足掛け２年ほど「コロナ」ということで医療関係の皆様、福祉関係の皆様には、

大変辛い時期を過ごされたことと思います。本日はウェブというかたちになりますが、コロナ

禍での対応や地域連携から見えてきたことをテーマに研究集会が開催されます。 

第 1部では多職種の現場での報告をいただきまして、第 2部ではグループディスカッション

で色々な意見を賜りたいと思っております。人生 100年と言われまして久しいですが、地域で

安心して暮らせる、住み慣れたまちで暮らせる、ということが大変重要なことになってきてお

ります。そのためにも、在宅医療や介護が大変重要なポイントになるわけですね。この 2年ほ

どなかなかそういった実践が難しかったことはみなさまが大変実感されていると思います。そ

ういう時だからこそウェブではありますけれど皆様方といろんな報告を聞きながら、そして意

見交換をしながらコロナかでの対応をしっかりと見据えていきたいと思っております。 

中央区におきましても「在宅あんしんマップシステム」を作っておりまして、地域のなかで

いろんな施設紹介などをさしていただいています。本日はいただいたご意見を参考にしながら

今後中央区で安心して暮らせるような街を区役所としても目指してまいりますので、忌憚のな

いご意見、いろんなアイデアをいただきましてこれから皆様方と連携をしながら進めてまいり

たいと思っております。 

11回も続いたこの研究集会、今後も続けていただいて、区役所も頑張りますので地域の皆様

方、医療介護の皆様」方と連携して地域包括システムをますます進めていきたと思っておりま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。 



 

■第１部「コロナ禍２年目の現場報告」 
 『コロナ禍の外来・在宅医療最前線、そして今後大切なこと』 

小畠クリニック 小畠昭重 院長（中央区南医師会会長） 
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丁度一年前に第 10 回中央区地域ケア研究集会では、2021 年 4 月から 11 月までの状

況を報告しあれから丸１年。本当にコロナに振り回される 1年でした。 

2年にまたがる当院の診療を振り返り、中央区データとクリニックの資料を見ると、

第１波から第 5 波の発生届け（中央区）と当院診療の発生届けの件数が、ほぼ、同じ

山をたどっています。中央区の発生件数の約 1割ぐらいが当院の診療です。 

昨年報告したのが、第３波の 12月。第 3波の山が 1月お正月頃にあり、すでに病院

入院の逼迫が出ていました。1月初めの頃、65歳女性が「息が苦しい、発熱がある」と

言う状況で来院。抗原検査をすると陽性、SPO2 は 89%で入院必要と判断し保健所へ入

院施設を調整していただきましたがすぐに決まらず。当院で点滴をし、酸素投与しな

がら３時間待ちで入院しました。 

この第 3 波の状況から次の波に備え、大阪府は病床を増やしました。ところが 4 月

の初旬から始まった第 4 派は、大阪が「なかなか入院ができない」とてもひどい状況

でした。 

自宅療養している患者さんからの連絡で、「非常に家で苦しがっている一度診てほし

い」という連絡があり、初めてコロナ感染者の自宅に往診をしました。SPO2（血中酸素

飽和度）が、ちょっと動くとすぐ 90以下になる呼吸状態で、まだ抗体療法など我々が

できる治療法はなかった時です。保健所にすぐ電話しましたが、「すぐに病院は確保で

きない」と言う返事。とりあえず救急車を呼び、車中で酸素投与しながら、受け入れ病

院を探し、やっと 4～5時間後に病院へ入院できたのでした。 

もう１事例は連休（GW）前、地域包括から医療介護連携相談支援室のコーディネータ

ーに入った相談で 81 歳男性のケース。「救急車を呼んで病院を探しているが見つから

ない、どうしたらよいか」この相談を受け、すぐに往診に行きました。呼吸状態は良く

て SPO2は 99％、「しんどい、ご飯が食べられない」ことと軽い認知症状がありました。

先に妻がコロナに感染され入院中で、本人は「自分だけ連れ戻され、私は見捨てられ

た」と。「軽症だから大丈夫」と説明、訪問看護ステーションに点滴を依頼。安静が困

難で、大変だったようですが、なんとか経過観察期間を無事終え、コロナは軽快、元の

主治医の方で診てもらえるようになりました。医介コーディネーターと訪問看護ステ

ーション、我々医療機関との連携が非常にうまくできたケースでした。 

この頃特に問題になったのは、自宅療養者に対しこちらで発生届けを出しても、そ

れほど重症化しないだろうと思う特に若い方に対してはほとんど、保健所から本人に

連絡が入るのが 6～7日かかっていました。保健所もかなり忙しい状況の中でした。 
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当院の患者さんで発症 3日後に受診して発生届を出しましたが、最終的に電話があっ

たのは、「明日から自由に動いていいですよ」の連絡が来たのみでした。自宅療養中は、

全く食事も届かず、このようなケースは若い方には、多かったようです。同時にこの頃

から、若い自宅療養者で「熱が続いてしんどい、ごはんが食べられない」「薬がないから

どうしよう」と言うような、オンライン診療依頼が保健所からありました。電話で状況

を聞きながら、薬を処方、近くの薬局に薬を手配していただきました。このようなオン

ライン診療が始まったのがこの第 4波でした。 

第４波が収束しかけてきた頃から、ようやく一般のワクチン接種ができるようになり

ました。しかし、ワクチンの供給が６月の下旬ぐらいから途絶えて高齢者は打てました

が、次の世代の基礎疾患ありの患者さんにワクチンを打とうとしたところで、供給が止

まってしまったところに第５波がとなりました。この時の特徴は、当院に１日 100人越

えで受診にこられましたが、65歳以上の患者さんは２人。１人はワクチン接種者で、コ

ロナ陽性者のお孫さんの濃厚接触者として来院。検査で陽性、観察期間中全く症状はな

し。もう１人の 65 歳の方は、ワクチン未接種、軽い発熱が数日続いたのみで治りまし

た。 

ワクチン接種が 65 歳以上の方に進み、罹るのは若い人が中心。往診依頼も若い人が

中心となりました。「発熱が続きご飯が食べられないから点滴してほしい」「喉が痛いか

ら食べられない」で往診し単発で点滴をしました。第５波では、当院の発熱外来はパン

ク状態。１日の定めた枠が午前中で埋まり、午後からの患者さんで、待てる方は後日に

し、急ぐ方は、他の医療機関に依頼、何人か断わらざる終えない状況が続きました。 

一般の患者さんの外からの電話がほぼ繋がらないので、時間内のオンライン診療は不

可能で時間外に行い、ほとんど休みなく働く状況が続いたのが第５波です。この時も発

生届けから本人に保健所から連絡が行くのは、若い人の場合は５〜７日かかっていた状

況でした。 

これらより今後の対応として、私見ですが自宅療養者は非常に多く、保健所が全て対

応しているので、新規の発生者に手が回らないので、自宅療養者の健康観察や経過観察

を民間に委託していただき、中央区でしたら医介コーディネーターが調整して訪問看護

や地区医師会が合同して療養患者のフォローをするようなシステムにすれば、保健所の

仕事も忙しさが和らぐのではないか、このようなことが今後できたらと思います。 

この第５波後半（８月のお盆明け位）から本格的にワクチン接種が始まりその効果だ

と思うのですが、急激に患者さんか減って、その効果で、11月２日にお一人発生してそ

れ以降全く発生しておりません。いよいよ３回目接種が必要です。 

当院のデータですが、従業員スパイクタンパクに対しての抗体価の結果です。５月 11

日接種後１ヶ月の抗体価から３ヶ月、４ヶ月に 1/３～1/４とかなり低下しています。接

種６ヶ月後さらに低下しています。50以上が陽性ですが、高齢者の場合は、接種後（接

種１ヶ月後の数値）の抗体価が少ない方が結構いるので、6 ヶ月後どうなっているかと

考えると、早めに３回目接種をすることが望まれると思います。 
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12 月の時点では、若い方はまだ効果はあると思いますので、焦って３回目を急がれ

る必要はないかと思います。 

また今新しいオミクロン株が出てきています。αから始まると 15番目（実際は 13）

になるから今年の第３派がαですからこの１年で 13変異株が出ています。これを考え

ますと終息は不可能、共に生きるしかありません。インフルエンザと同様、共存してい

くしかない感染症と思います。普通の生活に戻るためには、ワクチンの次は経口薬で

す。今度できる経口薬はワクチンの増殖するところをブロックする薬ですから、抗イン

フルエンザ薬と同じで、発症初期に飲まないと効果がありません。早く診断すれば、治

るという経口薬により若い人の受診行動に繋がることに期待します。将来、指定感染症

からはずれ、インフルエンザ同様指定感染症５類になった場合、このような WEB 開催

などの制限もなくなり元の生活に戻れるのですが・・・。期待したいところです。 

このような状況で、我々開業医は、診断した後のフォローとして、往診やオンライン

診療で係わる程度（身体介護を伴わない）ですが、介護の現場で係わる方々のコロナ感

染者への対応は、ほんとに大変だと思います。そんな苦労話・教訓などが第 2 部で報

告されるので、勉強させていただきます。 

＜在宅医療・介護連携相談支援室にてまとめ・一部省略＞ 

 



■第１部 

「コロナ感染症対応に直面した専門職の困難と連携」 

座 長 

大阪市中央区南薬剤師会 

会長 藤井 義博 氏 

（たつみ薬局 薬剤師） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 者 

大阪市南歯科医師会   中薗 裕人 沢哲 氏 

中央区東薬剤師会   松本 慶子 氏 

居宅介護支援事業者連絡会  薮納 裕子 氏 

通所介護事業者連絡会  伊藤 ひとみ 氏 

訪問看護事業者連絡会  佐藤 由香 氏 

訪問介護事業者連絡会  音田 智恵子 氏 
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通所介護事業者連絡会 伊藤 ひとみ 氏 
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訪問介護事業者連絡会 音田 智恵子 氏 
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訪問看護事業者連絡会 佐藤 由香 氏 
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中央区東薬剤師会 松本 慶子 氏 
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大阪市南歯科医師会 中薗 裕人 氏 
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居宅介護支援事業者連絡会 薮納 裕子 氏 
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■第２部「“もしもの時”の連携を考える」 

 

 【報告】 
中央区保健福祉センター 
保健師 柚本 京子 氏 
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■第２部「“もしもの時”の連携を考える」 

 

 【多職種グループディスカッション】 
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■閉会のあいさつ 

大阪市中央区東医師会 瀬浦 敏志 医師 
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去年１年だけＷＥＢ限定としたこの地域ケア研究集会が、今年も同様の開催となり

来年はどうなってしまうのか、先が見えない状況となっています。医療や介護の最前

線でコロナと向き合い、感染者が増える波のなかでみなさんたいへんな思いをされた

と思います。その中でも感染を広げないために苦慮していることをあらためて知りま

した 

グループディスカッションではＬＩＮＥ（ライン）やＳｌａｃｋ（スラック）などの

オンラインツールの話題も出ました。セキュリティ等に課題や不安が残りますが、震

災時でも活用されていた普及しているＬＩＮＥが一番使えるのではないか、と個人的

には感じました。だだ、悪いことばかりではなく、ウェブの活用では新しい情報を得や

すくなった一面もあると思います。 

第１部の現場報告では拒否的な息子をうまく巻き込むことができた、等「災い転じ

て…」という支援がこの閉塞感のあるコロナ禍でもあったんだなと感じました。 

まだコロナが終わったわけではなく、新たなオミクロン株の感染を水際で防ぐこと

ができれば、と期待しますが、最前線で日々活動されておられる小畠先生の仕事が増

えないように、且つ健康が守られるように祈るばかりです。 



■参加状況 

第１部 YouTube 配信 119件の視聴 ※端末ごと集計 

第２部 Zoom 参加   84名の参加 

 

■アンケート結果 
 

■所属されている団体は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第１部「コロナ禍２年目の現場報告」（Youtube）について 
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■「もしもの時の連携を考える」（ZOOM）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オンラインでの開催、参加について 
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■今後、中央区地域ケア研究集会に期待されること、また、本日感じた 

ことなどをご自由にご記入ください。（※まとめ） 
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・本日は多職種の方とお話しでき、とても勉強になりました。ありがとうございました。 

・多職種の方との顔の見える関係が出来たことがとてもよかったです。コロナ禍という特殊な事情

ではなくても今後のことを考えると実際に会場に足を運んでお会いすることも重要ですが業務上

参加できない多くの専門職も併せて研修できるこの WEB またはハイブリッドの素晴らしさが理解

できました。運営いただきました、事務局の方々には本当にご苦労なことの山積で感謝申し上げま

す。これからもこの地域ケア研究集会を基盤に中央区独自のケアシステムが構築されることを祈

念しております。 

・時間に限りがあるので、グループワークの話し合う内容をもう少し具体的なものにした方が話し

合いがスムーズだったと思います。 

・第 2 部でのＢＣＰ作成ついての話が参考になりました。またお話出来る機会が有ると良いなと思

いました。色々な情報を共有したいです。 

・コロナ禍以前から顔の見える関係作りの大切さは実感していましたが、コロナによりオンライン

での関係作りの良さも実感しています。が、やはり実際にあってお話しできる環境もとても大切だ

と思うので来年はオン・オフライン双方で参加できるハイブリッド開催ができたらと思いました。 

・昨年よりもなんとなく皆さんスムーズに感じました。慣れってすごいですね。奇跡的な時間配分

により、スムーズに行えたことが何よりでした。日頃お話しないような方とお話ができたり、事業

所でこんなことしていると情報共有したり、病院の退院前カンファレンスがリモートでできたら

いいのにとか、意見を聞いてそうなれば、仕事の効率も上がる！！と共感したり。皆さん、職種が

違えば感じ方も違ってとても面白かったです。今回の新型コロナ対応で、たくさん感じて学んだこ

とを日頃から生かした仕事できれば、災害などのことにも役に立つと感じました。平時の備えが大

切だと感じた研修になりました。ありがとうございました。 

・同じコロナ対応であっても、各機関、職種において気をつけるポイントが違うことで、同業の方

と話すのとは違った新たな知見を得ることが出来たと思います。リモートは話す間合いなど難し

い面もありますが、リスクなく自宅に居ながら様々な方とお顔を見て話せるのはやはり便利だな

と感じました。本日はありがとうございました。 

・リアルもよいがオンラインには参加しやすいという利点があるので、コロナ禍終息後はハイブリ

ッド開催希望。 

・いざという時に使える物（ＢＣＰ等）の重要性を実感しました 

・コロナ禍終息後は、ハイブリッド開催を希望します。 

・来年は集合研修がしたいです。 

・グループワークで、一通りメンバー各自お話ができる時間スケジュールで、とても有意義でした。 
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・多職種の方々の話が聞けたり交流する機会が持てたり有意義であったと思う。 

・外来業務もありなかなか参加できなかったがオンラインだったので参加できた。マニュアルでは

補完できない部分の工夫や苦労をそれぞれ多職種の取組をうかがえて大変貴重でした。 

・それぞれの職場でのコロナ対応の大変さがよくわかり、今後の参考になりました。 

・地域の中でコロナに対しさまざまな対応されているリアルなお話を聴けて大変良かったです。 

・コロナ禍で大変な思いをされていたのがよくわかり勉強になりました。 

・今回は、保健師さんの声が聞けたこと、またオンラインの開催がブラッシュアップされているこ

と、みなさんとのつながりの場が継続されてることがよかったです。ハイブリッドでどんな人で

も参加できるように、もう少し介護の人が参加できやすいように、病院や役所の方達も地域の集

会であるということを認識していただき、参加が増えればより良い会になると思いました。実行

委員会の皆さんのご尽力に尽きると思います。本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうござい

ました。 

・在宅実績がなく、勉強させていただきたいと思い参加を決めました。他職種の方のコロナ禍にお

ける苦労や工夫について学ぶことが出来、今後に役立てていきたいと思いました。来年度も参加

したいと思っております。 

・やっぱり直接会って会議がしたいです。 

・本日は開催いただきありがとうございました。連携面で新しくできた薬局さんも知ることができ

よかったです。ケアマネさんや他、多職種との連携は必須なので今後とも色々相談して連携はか

れたらと思います。 

・名前の通り地域に密着したお話で、大変有意義な時間でした。ご準備いただいた皆様、発表をさ

れた皆様、ありがとうございました。お疲れさまでした。 

・多職種の皆様の現状やご意見をうかがうことができ、大変勉強になりました。薬局としてはなか

なかこちらから連携を申し出るのは難しいですが、本日話題にもなっていたＳＮＳなどを通して

もっと多職種の方と気軽に意見交換などができればより患者様に貢献できると思いました。あり

がとうございました。 

・多くの参加者があったことがよかったです。お互いの理解を深め協力してゆきたいです。 

・今後ともより一層連携が図れる様、この会に積極的に参加させて頂きます 

・せっかく多職種が集まり色々な課題も出せる場なので、中央区としてこうしていけるんじゃない

か、と言う所まで話し合いができるとなお良いなぁと思います。 

・コロナ禍での生の声をお聞きする事が出来て、学ぶことがたくさんありました。 

・オンラインでの集会は大変意義のある集会と感じました。この内容を吟味して、地域へ YouTube

でお伝えできればいいのになと思いました。 

・第二部も二回のディスカッションの時間を設けていただき、前回より時間的な余裕があってよか

ったです。 

・多職種連携の重要性を再認識いたしました。 

・グループディスカッションについて、テーマが集約できずぼんやりしてしまった。web 開催の難

しさを感じた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 

・本日は発表の機会をいただきありがとうございました。オンライン研修に参加することはあって

も発表することがなかったので、不慣れでご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。皆さん

の発表やグループワークを通して、中央区の支援者の皆さんが、こんなにも熱心に、協力し合い、

地域の方々を支え、今後に向けて研鑽していることに感銘を受け、心強く思うとともに、私達も頑

張っていかなければと、身が引き締まりました。今後さらに支援者の一員として、地域の皆さんと

協力しあって中央区の支援力の向上、安心して生活できる保健医療福祉体制の強化に努めたいと

思います。本日の内容について職場に報告し、共有していきたいと思います。ありがとうございま

した。 

・多職種での研修で、いろいろな意見、お話が聞けるので、とても勉強になります、今後も続けて

いただきたいです。準備、進行ありがとうございました。" 

・Zoomでも、地域の方々とお顔を合わせてお話しできてとても良かったです。準備が大変な中、こ

のような場を作っていただきありがとうございました。また来年も参加させていただきたいです。 

・一部が YouTubeのライブになる事で少し用事があって席を外しても、多少のタイムラグはそのま

ま見れて調整ができるのがよかったです。 

・"多職種における SNS や ICT を活用した連携強化が必要であると感じました。そのうえで、そう

いった活用方法がわかるセミナー開催をしてはと思います。" 

・今年、初めて参加しました。各事業所からの実践報告は日頃の業務を振り返り、大変参考になり

ました。また、悩みながらも連携し頑張っている報告を聞き、元気が出ました。常日頃から顔の見

える関係、連携の大切さを感じました。中央区に住んでいてよかったと思える地域づくりをめざ

して今後ともよろしくお願いいたします。 

・各職種で苦労されたことや取り組みがわかって良かった。 

・歯科、訪問看護、薬剤師の専門的意見を聞くことができて、とても参考になりました。もしもの

災害はいつ来るかわからないので、用意はいろんな人の意見を聞いて取り入れていきたいと思い

ます。とても参考になりました。ありがとうございました。 

・顔の見える連携をされていてよいと思いました。 

・色々な立場の方々の生きた感想・ご意見を聞くことができてとても参考になりました。これから

も多職種間で一層連携・協力して地域包括ケア体制が充実していきますよう行政の立場から取り

組んでいきたいと思います。 

・この研究集会は、オンラインであっても歩みを止めずに 11 回続けられている事は、地域包括を

中心にたゆまぬ日々の連携の賜物だと思います。皆様今年もお疲れ様でした。オンライン活用が

有事平事に限らず進むなか、行き届きにくい方のためにも、参集会場も合わせたハイブリット式

の検討も望まれますね。大変ですがご検討よろしくお願いいたします。デイや訪問介護のご参加

が、土曜日はしにくい声も聞きますので、今後ご検討を。 

・日ごろ在宅をしたいと思っていてもなかなか一歩踏み出せない状況なので、直に患者さんと触れ

合っている方たちのお話しが聞けてとても興味深かったです。今後も定期的に参加したいと思い

ます。ありがとうございました。 
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・全般的に内容はとてもよく、参加できて良かったと思います。小畠先生は「新型コロナウイルス

感染症の収束はない」とおっしゃっていましたが、いつかまた集合して研修会を開催でき参加す

ることができることを願っています。運営してくださった皆様ありがとうございます。" 

・昨年の地域ケア研究集会よりもオンライン開催、ZOOM のグループワークが円滑だったと思いま

す。参加者の方々もこの１年でオンライン開催に慣れてきており、グループワークでも各々が活

発に発言されていました。コロナ禍であっても、多職種と顔の見える関係づくりは重要ですので、

オンライン開催の更なる普及は中央区にとって強みであると考えます。 

・各専門職の現状や対応、工夫していることを知ることができたので、今後取り入れることがあれ

ば取り入れていきたいと思います。 

・薬剤師としての地域での働きをもっと積極的に行っていきたいと感じました。今後ともよろしく

お願いいたします。 

・WEBでの開催でしたが、継続した取組みは地域連携の力になると思います。 

・今年は”Withコロナ”の名の通り、コロナ禍を受け止めながらうまく活動されていることを知る

ことができました。グループワークのテーマは１回目と２回目でもう少し異なってもいいかと思

いました。１回目で出尽くした感があったように思います。 

・感染状況がおちついてもオンライン開催することで、参加者が多く集まるのではないかと感じま

した。 

・小畠先生に昨年、今年とコロナの最新情報、現場報告を講演してもらい、とてもよかったと思う。

中央区では、医療、福祉、介護の連携がうまくいっていると思うが、さらに連携できる場として

継続できたらいい。事例発表は現場の声が聞けてよかった。 

・コロナ禍のなか実際にどういった対策をされているのか、利用者様がコロナに感染された場合な

どの話を聞けて勉強になりました。 

・グループワークにて情報共有と多職種連携の為のいろんなツールがあるのだなと勉強になりまし

た。すでに MCS など導入されているケアマネさんもおられますが、ヘルパーからこのアプリを使

いましょうと言いづらい（結局ケアマネさんに段取りしてもらわないとダメなので）ので、ケアマ

ネさんにもっと普及できたらいいのになと思いました。 

・コロナ最前線で活動されている医師・薬剤師様よりお話を聞くことが出来、とても貴重な時間と

なりました。ありがとうございました。 

・職種毎の経験談を聞かせて頂きまして、様々な有事の備えや感染対策について非常に勉強になり

ました。ありがとうございました。 
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